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川
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幸

　
市
民
と
の
接
点
を
増
や
し
な
が

ら
、
そ
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、

ま
た
時
代
の
変
革
に
機
敏
に
対
応

で
き
得
る
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
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議会新体制
議会新体制

₂₈年₁₂月～

議会改革の さらなる推進

議
長
と
副
議
長
の
役
割

　

議
長
は
、
議
場
の
秩

序
保
持
、
議
事
の
整
理
、

議
会
事
務
の
統
理
を
し
、

議
会
を
代
表
す
る
権
限

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

副
議
長
は
、
議
長
に

事
故
や
議
長
が
欠
け
た

と
き
に
議
長
の
職
務
を

行
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
の
役
割

　

多
数
の
議
案
等
の
審

議
を
本
会
議
に
お
い
て

全
議
員
で
進
め
る
よ
り
、

議
会
の
内
部
に
複
数
の

常
任
委
員
会
を
設
け
て

分
担
し
て
行
う
こ
と
が

よ
り
能
率
的
・
効
果
的

で
す
。
そ
の
た
め
、
議

員
は
常
任
委
員
会
に
所

属
を
し
、
分
担
さ
れ
て

い
る
所
管
に
従
っ
て
専

門
的
に
議
案
等
の
審
査

や
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
議
会
は
、
同
じ

常
任
委
員
会
に
２
年
間

在
任
し
ま
す
。
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副 

議 

長

 

水 

戸
　
眞 

悟

　
市
民
の
本
意
に
基
づ
い
た
議
会

運
営
に
努
め
、
多
様
化
す
る
住
民

の
意
思
に
対
応
で
き
る
議
会
活
動

の
深
化
に
努
力
し
ま
す
。

3 安芸高田市議会だより

議会新体制
議会新体制

議会改革の さらなる推進

総務企画常任委員会

予算決算常任委員会

文教厚生常任委員会

議会運営委員会

産業建設常任委員会

議会広報特別委員会

＜所 管＞
産業振興部、建設部、公営
企業部、農業委員会

＜所 管＞
市民の皆様に議会と市政へ
の理解を深めていただくた
め、議会の活動状況や審議
内容を広く周知する議会だ
よりの発行。

＜所 管＞
市民部、福祉保健部、福祉
事務所、教育委員会

＜所 管＞
定例会・臨時会の会期の調
整や日程事項、質問者の順
序の調整等、円滑な議会運
営全般について協議、意見
調整。

＜所 管＞
総務部、企画振興部、会計
課、議会事務局、選挙管理
委員会、監査委員、公平委
員会、固定資産評価審査委
員会、消防本部

＜所 管＞
予算及び決算に関する事項
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議
案
第
79
号

○
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

■
質
疑

金
行
　

医
療
費
控
除
及

び
課
税
特
例
に
よ
る
市

へ
の
影
響
は
。

小
笠
原
市
民
部
長

　

特
定
一
般
用
医
薬
品

の
購
入
費
用
を
控
除
す

る
も
の
で
、
医
療
控
除

と
の
併
用
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
特
定
適
用

利
子
及
び
配
当
等
に
係

る
市
民
税
の
課
税
特
例

は
、
二
重
課
税
防
止
で

ご
く
ま
れ
な
件
と
考

え
、
ほ
と
ん
ど
影
響
は

な
い
。

　

■
採
決

全
員
賛
成

₁₂
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
を
12
月

９
日
～
22
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会

計
水
道
事
業
会
計
な
ど

９
会
計
の
補
正
予
算

は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
ま
し

た
。︵
補
正
予
算
審
査

は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

　

各
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

や
所
管
事
務
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。︵
各
常

任
委
員
会
の
審
査
は
７

～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
︶

　

本
定
例
会
に
お
い
て

付
議
さ
れ
た
22
議
案
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。︵
10
～
15
ペ
ー
ジ

に
掲
載
︶

議
案
第
76
号

○
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

■
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疑
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員
会
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疑
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員
長
報
告
の
と
お

り
。

　

■
討
論

■
賛
成
討
論

玉
重
　

人
事
院
勧
告
に

該
当
す
る
大
企
業
が
当

市
に
な
い
。
企
業
誘
致

で
必
ず
結
果
を
出
す
事

を
強
く
要
望
す
る
。
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す
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市
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議
員
の
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等
に

関
す
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条
例
の
一
部
を

改
正
す
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条
例

　

■
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論

■
反
対
討
論

玉
重
　

現
在
の
安
芸
高

田
市
の
混
乱
は
議
会
に

も
責
任
が
あ
り
、
市
民

か
ら
理
解
が
得
ら
れ
な

い
。

　

■
採
決

■
賛
成

　

新
田
　

芦
田
　

玉
井

　

山
根
　

前
重
　

石
飛

　

児
玉
　

大
下
　

山
本

　

熊
高
　

宍
戸
　

秋
田

　

塚
本
　

金
行
　

青
原

　

水
戸

■
反
対

　

玉
重賛

成
多
数

12月定例会

人事院勧告による市職員給与、
特別職・市議会議員期末手当引上げ

医療費控除の特例

条
例
改
正

可
決



₅ 安芸高田市議会だより

12月定例会

さらなる議会改革に向けて
 議会改革特別委員会

議
会
活
性
化

設
置

目　　的　議会基本条例の制定
内　　容　●議会基本条例　　　●議員定数
　　　　　●市民と議会との関係　ほか
委員構成　委員長：塚本 　近　　副委員長：玉重 輝吉
　　　　　委　員：新田 和明　芦田 宏治　山根 温子　熊高 昌三
経　　緯
　前回の議会改革特別委員会（27年７月～ 28年11月）では、「結論が得られなかった項
目や議会基本条例の条文については、今後とも継続して調査検討すべきと考える。」と
して終了しました。
　議会の新体制が決まり、引き続き議会改革を進めていくために早急に特別委員会を設
置すべきという認識から、本定例会において設置しました。　
　議会の理念や基本方針を定めた議会基本条例の制定に向けて、特別委員会で調査検討
を行い、全員協議会において議論してまいります。

諮
問
︵
１
件
︶

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

五
郎
丸
玲
子
　

さ
ん

　
　

八
千
代
町
佐
々
井

発
議
︵
１
件
︶

○
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
へ
の
加
入
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
概
要

　

国
民
の
幅
広
い
層
か

ら
の
政
治
参
画
や
地
方

議
会
に
お
け
る
人
材
確

保
の
観
点
か
ら
、
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金

加
入
の
た
め
の
法
整
備

の
実
現
を
求
め
る
も

の
。

承
　

認

全
員
賛
成

○
医
療
費
控
除
の
特
例

　

の
概
要

　

健
康
の
維
持
増
進
及

び
疾
病
の
予
防
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
、
健
康

診
断
な
ど
を
受
け
て
い

る
人
が
、
29
年
１
月
１

日
以
降
に
、
特
定
一
般

用
医
薬
品
︵
医
療
用
か

ら
転
用
さ
れ
た
医
薬

品
︶を
購
入
し
た
際
に
、

そ
の
購
入
費
用
に
つ
い

て
所
得
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。

　

従
来
の
医
療
費
控
除

制
度
と
の
同
時
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
例
は
29
年
分

の
確
定
申
告
か
ら
適
用

で
き
ま
す
。

メ
モ
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補正予算

認定子ども園予定地（市甲田支所付近） 災害復旧場所の一部（美土里町生田）

一般会計
4億3921万1000円を追加

（総額　206億989万9000円）

₂₈
年
度
補
正

可
決

平成28年度 安芸高田市一般会計補正予算（第３号）の主な内容
○歳出 単位：千円

区　　分 金　額 内　訳 内　　　　容

①施設等の修繕 ₂₄，₈₄₈

₃，₉₂₂ 本庁、アージョエレベーター修繕（5基）、甲田支所空調改修工事
₂，₀₃₃ 保育所遊具、エアコン、厨房機器等修繕
₃，₂₇₄ 小学校プール循環浄化装置、濾過装置、屋根漏水、受水槽等修繕
₁，₉₄₆ 中学校屋根漏水、暖房施設等修繕
₄，₀₀₀ 吉田運動公園照明修繕
₁，₀₀₀ 八千代B&G外構工事
₈，₆₇₃ その他修繕

②新規実施によ
る補正 ₂₇₈，₈₇₄

₈₅，₂₇₇ 甲田認定子ども園用地取得等
₁₀₈，₃₀₈ 臨時福祉給付金事業
₃₁，₇₉₅ 市道法面修繕
₃₈，₁₈₉ 施設の整備・改修・解体
₆，₃₀₀ 経営体育成支援事業
₉，₀₀₅ その他

③事業量の増減
による補正 △₄，₇₈₇

₈₅，₄₀₁ 災害復旧費の増（農地、農業施設、林業施設、土木施設）
₂₅，₈₉₆ 私立保育園措置委託料等の増
₉，₂₇₁ 後期高齢者医療広域連合負担金の増
₇，₈₆₀ 農地・農業用施設関係補助金

△₁₇，₈₀₀ 地方創生加速化交付金の減による事業費の減
△₁₄₂，₀₅₁ 国庫補助金、県補助金の確定による減

₂₆，₆₃₆ その他
④人件費 △ ₂₇，₇₈₆ △ ₂₇，₇₈₆ 人事院勧告による職員給与の増、職員共済費の額確定による減等
⑤基金積立 ₁₉₉，₄₅₁ ₁₉₉，₄₅₁ ふるさと応援基金、市有住宅管理運営基金、過疎地域自立促進基金
⑥その他 △ ₃₁，₃₈₉ △ ₃₁，₃₈₉ 特別会計繰出金等
歳出合計 439,211
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総務企画

　

■
質
　

疑

塚
本
　

委
託
先
の
変
更
に

よ
る
₂₉
年
度
以
降
の
分
担

金
は
。

山
中
財
産
管
理
課
長

　

全
国
自
治
協
会
︵
以

下
、
自
治
協
会
︶
の
分
担

金
は
、
29
年
度
に
特
例
措

置
廃
止
の
た
め
約
３
倍
に

な
る
。
市
有
物
件
災
害
共

済
会
︵
以
下
、
共
済
会
︶

に
変
更
し
た
場
合
、
現
在

自
治
協
会
に
払
う
金
額
と

同
額
に
な
る
。

石
飛
　

保
険
加
入
の
継
続

の
必
要
性
、
共
済
会
の
補

償
内
容
の
検
討
は
。

山
中
財
産
管
理
課
長

　

補
償
内
容
は
ほ
ぼ
同

じ
、
本
市
は
特
に
建
物
等

へ
の
落
雷
被
害
が
毎
年
か

な
り
あ
る
。
自
動
車
の
損

害
発
生
も
あ
り
、
加
入
し

て
お
く
べ
き
と
判
断
。

山
根
　

他
に
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を

果
た
す
団
体
、
あ
る
い
は

他
の
保
険
機
関
を
使
っ
て

い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

山
中
財
産
管
理
課
長

　

自
治
体
が
相
互
救
済
事

業
で
行
っ
て
い
る
団
体
は

自
治
協
会
と
共
済
会
の
み
。

内
藤
財
産
管
理
課
長
補
佐

　

全
国
の
市
は
７
９
１
団

体
で
、
会
員
は
６
９
０
団

体
、
非
会
員
は
１
０
１
団

体
。
非
会
員
は
安
芸
高
田

市
を
始
め
、
合
併
時
に
町

村
が
市
と
な
っ
た
団
体
。

こ
の
ほ
と
ん
ど
が
移
行
予

定
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

12
月
16
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
４
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。（

主
な
審
査
）

○
相
互
救
済
事
業
の
委

託
に
つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
市
議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

委 

員 

長
　

宍
戸
邦
夫

副
委
員
長
　

山
根
温
子

委
　
　

員
　

芦
田
宏
治

石
飛
慶
久

塚
本
　

近

先
川
和
幸

平成29年度の特例措置廃止により、委託先変更

人事院勧告に基づいた条例改正

　

■
概
　

要

　

公
有
財
産
︵
市
が
所
有
す
る
建
物
や
自
動
車
︶
の
火

災
そ
の
他
の
災
害
︵
風
水
害
・
雷
含
む
︶
に
よ
る
財
産

の
損
害
に
対
す
る
補
て
ん
を
行
う
相
互
救
済
事
業
に
つ

い
て
委
託
先
を
変
更
す
る
も
の
。

　

■
概
　

要

　

28
年
８
月
８
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
の

内
容
及
び
広
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
、
並
び

に
県
内
他
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
所
定
の
改
定

を
行
う
も
の
。

建物共済 自動車共済

₅₇₅物件 ₁₈₆台

₆，₀₂₀千円  ₄，₁₇₇千円

28年度共済物件数及び
分担金

「一般財団法人全国自治協会」から
「公益社団法人全国市有物件災害共済会」

職員給与引上げ、特別職・市議会議員賞与の引上げ
扶養手当の見直し、介護休暇の分割と介護時間の新設

職員給与　平均0.2%引
上げ
特別職・市議会議員の期
末手当　0.10月引上げ

配偶者扶養手当を段階的に減額し、その原
資の範囲内で子への手当額引上げ
介護休暇３回以下、かつ合計６月以下で分
割可
介護時間連続する３年以下、２時間 /日以下可
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■
質
　

疑

児
玉
﹁
通
所
介
護
事
業
所
﹂
が

﹁
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業

所
﹂
に
移
行
し
、
市
が
指
定
権

者
に
な
る
こ
と
に
ど
う
い
っ
た

影
響
が
あ
る
の
か
。

中
野
高
齢
者
福
祉
課
長
　

市
が

指
定
及
び
監
査
・
指
導
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
市
の
業
務
は
若

干
増
え
る
が
、
利
用
者
に
つ
い

て
は
影
響
な
い
。

児
玉
﹁
地
域
密
着
型
通
所
介
護

事
業
所
﹂
は
、
市
で
独
自
に
基

準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

中
野
高
齢
者
福
祉
課
長
　

市
が

独
自
で
基
準
を
定
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

文教厚生

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

12
月
19
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し

た
。（

主
な
審
査
）

○
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
安
芸
高
田
市
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

委 

員 

長
　

秋
田
雅
朝

副
委
員
長
　

前
重
昌
敬

委
　
　

員
　

玉
井
直
子

児
玉
史
則

青
原
敏
治

水
戸
眞
悟

介護保険法の一部改正

安芸高田市立学校設置条例の一部改正

～指定・指導・監督権限が市町村へ～

■概　要
①小規模な通所介護事業所について、「地域密着型サービス」に移行するための条

例改正
②利用定員が18名以下の小規模な事業所については、地域密着型通所介護事業所

として安芸高田市が指定
③「地域密着型通所介護事業に係る基準」の創設

■趣　旨
・可愛小学校、郷野小学校を統合し、「愛

あ い

郷
きょう

小学校」へ
・統合年月日：平成31年４月１日 　　・統合場所：現在の可愛小学校

地域密着型デイサービス利用の様子

現在の可愛小学校全景 現在の郷野小学校全景
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産業建設

ジビエについて

熊対策について

～ジビエ事業の費用対効果は適正なのか～

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

12
月
20
日
に
委
員
会

を
開
き
、
４
件
の
所
管

事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。（

所
管
事
務
調
査
）

○
熊
対
策
に
つ
い
て

○
ジ
ビ
エ
の
取
り
組
み

経
過
に
つ
い
て

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
状
況
に
つ
い

て
○
竹
チ
ッ
プ
の
活
用
に

つ
い
て

委 

員 

長
　

大
下
正
幸

副
委
員
長
　

玉
重
輝
吉

委
　
　

員
　

新
田
和
明

山
本
　

優

熊
高
昌
三

金
行
哲
昭

　

■
質
　

疑

熊
高
　

広
島
県
で
は
あ
る
程

度
熊
の
生
息
数
は
掌
握
さ
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
広
範
囲

の
移
動
実
態
掌
握
を
ど
こ
ま

で
し
て
い
る
か
。

稲
田
農
地
利
用
係
長

　

広
島
県
の
５
年
に
１
回
の

調
査
に
よ
る
と
、
21
年
～
22

年
の
実
態
調
査
で
県
西
部

中
国
山
地
で
４
５
０
頭
～

１
２
９
０
頭
生
息
状
況
。
安

芸
高
田
市
内
に
て
28
年
の
目

撃
状
況
は
１
０
０
回
以
上
に
。

27
年
は
ど
ん
ぐ
り
が
豊
作
の

状
況
で
、
そ
の
影
響
に
よ
り

生
ま
れ
た
小
熊
が
成
長
し
た

と
掌
握
し
て
い
る
。

　

■
質
　

疑

玉
重
　

約
５
０
０
万
の

売
り
上
げ
に
対
し
、
１

２
０
０
万
～
１
３
０
０

万
の
経
費
で
赤
字
だ
が
、

今
後
の
見
通
し
は
。

清
水
産
業
振
興
部
長

　

収
支
の
み
考
え
る
と

赤
字
の
状
態
で
あ
る
。

課
題
整
理
を
し
な
が

ら
、
民
間
の
力
を
借
り

る
よ
う
な
方
法
も
模
索

し
な
が
ら
事
業
展
開
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

広島県内ツキノワグマ捕獲・放獣等状況
（頭数）

年度 捕獲
数

有害
捕獲

錯誤
保護

緊急
避難 放獣 除去

数

₂₂ ₁₀₇ ₇₃ ₂₆ ₈ ₂ ₁₀₅

₂₃ ₁₆ ₁₀ ₄ ₂ ₂ ₁₄

₂₄ ₁₆ ₁₅ ₁ ₀ ₂ ₁₄

₂₅ ₁₄ ₅ ₈ ₁ ₂ ₁₂

₂₆ ₃₅ ₁₅ ₁₉ ₁ ₀ ₃₅

₂₇ ₂₃ ₈ ₁₄ ₁ ₀ ₂₃

ツキノワグマ

狩猟期間の狩猟：不可
※広島県では、第一種特定
鳥獣保護管理計画で保護動
物に指定されており狩猟は
不可。

※ツキノワグマ放獣基準に
基づいて、捕獲個体の処分
又は放獣の判断は市町が県
に協議し、最終判断は住民
の安全を確保する観点から
市町が行っている。

捕獲許可権限者：県
※農林水産業への被害、人
間に被害を及ぼす場合に許
可される捕獲。

狩
猟

許
可
捕
獲

年　度 ₂₆年度 ₂₇年度
解体頭数（シカ） ₉₈頭 ₂₄₆頭

解体頭数（イノシシ） ₃頭 ₁₈頭

販
売
実
績

食用シカ肉 ₃₇₆．₉ｋｇ ₁，₁₁₉．₂ｋｇ
(市内販売用) ₁₀₈．₀ｋｇ ₄₇₁．₈ｋｇ

食用イノシシ肉 ₄₆．₂ｋｇ ₁₉₆．₇ｋｇ
ペット用シカ肉 ₂₆₉．₀ｋｇ ₄，₀₅₁．₀ｋｇ

販売金額 ₁，₅₁₆，₀₇₂円 ₄，₅₁₀，₆₄₈円
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一般
質問

宍
戸
　

市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
、﹁
市
民

の
生
活
相
談
に
応
じ
る

た
め
、
生
活
相
談
員
を

配
置
す
る
﹂
と
あ
る
。

取
り
組
み
状
況
は
。

市
長
　

現
在
、
甲
田
町

高
田
原
︵
14
区
︶
を
モ

デ
ル
地
域
と
し
生
活
支

援
員
を
１
名
配
置
。

　

65
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
、
個
々
の
課
題
に

つ
い
て
訪
問
︵
調
査
︶

を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
全
市
を
対
象
に
、
市

民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
き
め
細
や
か

で
適
切
な
生
活
支
援
が

で
き
る
組
織
づ
く
り
を

進
め
た
い
。

働
く
場
の
確
保
に

つ
い
て

宍
戸
　

﹁
高
速
通
信
網

を
活
用
し
た
雇
用
の
確

保
を
す
る
﹂と
あ
る
が
。

市
長
　

関
係
機
関
と
の

協
議
を
進
め
て
お
り
、

来
年
度
に
は
公
共
施
設

の
空
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
実
証
実
験
を
行
う

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

市長
マニフェスト

市
長
／
全
市
を
対
象
に
　
　

組
織
づ
く
り
を
進
め
た
い

各
地
域
に
生
活
相
談
員

 ︵
生
活
支
援
員
︶
配
置
は

生活支援員配置モデル地区（JR甲立駅付近）

11人が
市政を問う

宍戸 邦夫
（無所属）

一問一答

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。
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一般
質問

芦
田
　

自
然
の
家
は
₂₉

年
３
月
で
利
用
停
止
と

な
る
が
、
今
後
の
施
設

活
用
方
針
を
問
う
。

市
長
　

極
力
、
市
民
の

意
見
を
聞
い
て
、
そ
の

方
向
性
を
幅
広
い
角
度

か
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

芦
田
　

1₀
年
間
青
少
年

の
教
育
施
設
と
し
て
小

中
学
校
の
宿
泊
合
宿
に

取
り
組
み
、
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

教
育
長
　

「
社
会
を
生

き
抜
く
力
」
と
し
て
、

必
要
な
基
礎
的
能
力
を

養
う
場
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

芦
田
　

来
年
度
の
宿
泊

体
験
活
動
実
施
計
画
は
。

教
育
長
　

小
学
校
５
年

は
三
瓶
青
少
年
の
家
、

３
年
は
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
川
根
の
ほ
か
、
校
舎

を
利
用
し
た
宿
泊
を
検

討
中
の
小
学
校
も
あ
る
。

中
学
校
１
年
は
福
山
少

年
自
然
の
家
、
八
千
代

中
学
校
は
鶴
学
園
八
千

代
校
舎
を
利
用
予
定
。

安芸高田
少年自然の家

市
長
／
市
民
の
意
見
を
よ
く

聞
い
て
検
討
　
　
　

利
用
停
止
後
の

 

施
設
の
活
用
は

29年３月末で利用停止となる安芸高田少年自然の家

芦田 宏治
（無所属）

山
根
　

出
張
旅
費
問
題

再
燃
に
つ
い
て
の
道
義

的
責
任
は
。

市
長
　

選
挙
で
選
択
を

受
け
、
給
与
カ
ッ
ト
も

し
て
い
る
。
返
納
し
、

人
口
減
対
策
で
、
市
民

の
負
託
に
応
え
て
い
く
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症

化
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て

山
根
　

薬
局
に
お
け
る

患
者
へ
の
個
別
支
援
は
。

市
長
　

今
後
の
参
考
に
。

企
業
留
置
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

山
根
　

地
元
企
業
の
声

の
傾
聴
と
支
援
は
。

市
長
　

課
題
把
握
と
可

能
な
支
援
を
検
討
す
る
。

農
地
法
第
３
条
と
空
き

家
バ
ン
ク
か
ら
人
口
減

少
対
策
の
フ
ォ
ロ
ー（
支

援
）
に
つ
い
て

山
根
　

空
き
家
に
付
属

し
た
農
地
を
空
き
家
と

と
も
に
取
得
す
る
場
合

に
、
農
地
法
の
下
限
面

積
要
件
を
、
１
ア
ー
ル

ま
で
引
き
下
げ
た
自
治

体
が
あ
る
が
本
市
は
。

市
長
　

農
業
委
員
会
の

議
論
と
決
定
に
よ
る
。

認識・道義的責任・
 自覚と責任感は
市長／速やかに返納し、
市民の負託に応えていく

出
張
旅
費
　

　

問
題
再
燃

山根 温子
（無所属）

「空き家つき農地」制度に向けて　宮崎県えびの市
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一般
質問

大
下
　

子
育
て
・
婚
活

定
住
の
た
め
の
補
助
金

交
付
の
条
件
で
、
住
宅

を
新
築
す
る
場
合
、
市

内
の
子
育
て
世
帯
が
市

外
の
子
育
て
世
帯
の
半

額
の
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に

も
、
若
者
定
住
対
策
の

事
業
内
容
の
見
直
し
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

市
長
　

定
住
は
行
政
の

最
重
要
点
事
業
で
あ
る

の
で
、
課
題
が
あ
れ
ば

見
直
し
を
含
め
た
検
討

を
こ
れ
か
ら
す
る
。

大
下
　

空
き
家
対
策
も

兼
ね
て
若
者
定
住
に
向

け
て
、
家
を
売
買
す
る

場
合
に
農
地
法
で
農
地

の
下
限
面
積
が
₅₀
ア
ー

ル
で
は
難
し
い
。
県
内

で
も
空
き
家
に
付
い
て

い
る
農
地
の
下
限
面
積

１
ア
ー
ル
の
町
が
２
町

あ
る
な
か
、
市
の
下
限

面
積
を
変
え
る
べ
き
で

は
。

市
長
　

若
者
定
住
に
影

響
が
あ
れ
ば
見
直
し
を

考
え
る
。

若者定住に向けたやさしい施策を

大下 正幸
（無所属）

金
行
　

高
齢
者
の
運
転

免
許
返
納
状
況
は
。

ま
た
、
支
援
内
容
に
タ

ク
シ
ー
券
は
。

市
長
　

「
高
齢
者
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
制

度
」
は
、
運
転
免
許
を

自
主
返
納
し
た
75
歳
以

上
の
高
齢
者
に
支
援
す

る
事
業
で
、
23
年
か

ら
28
年
現
在
ま
で
に

３
０
２
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
課

題
が
大
き
い
の
で
、
検

討
す
る
。

29
年
度
の
予
算
に

つ
い
て

金
行
　

予
算
編
成
に
あ

た
り
、
総
合
戦
略
重
要

事
業
評
価
目
標
を
踏
ま

え
、
基
本
方
針
は
。

市
長
　

厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
る
が
、
総
合
戦

略
の
検
証
も
踏
ま
え
て

ス
リ
ム
な
行
政
体
質
に

転
換
し
、
新
た
な
事
業

に
あ
て
る
財
源
を
生
み

出
し
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
形
成
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

金行 哲昭
（無所属）

高齢者の
運転免許返納
市
長
／
課
題
が
大
き
い
の
で
、

　
　
　

検
討
す
る

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
で

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
支
援
は

安全運転を心掛けて

若者定住の施策の
成果と課題
市長／見直しを含めた

検討をする。

定
住
対
策
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一般
質問

秋
田
　

高
齢
者
福
祉
の

充
実
に
は
、
高
齢
者
の

方
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
支
援
策
の
充

実
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長
　

地
域
住
民
が
支

え
合
う
共
助
の
重
要
施

策
「
安
心
生
活
創
造
事

業
」
で
登
録
訪
問
員
に

よ
る
見
守
り
を
実
施
し

て
お
り
、
お
互
い
さ
ま

の
活
動
が
地
域
に
広

が
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
今
後
は
、
地
域
の

見
守
り
の
弱
体
化
も
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
支
援
の
充
実
を
図
る
。

秋
田
　

多
様
化
す
る
高

齢
者
ニ
ー
ズ
に
対
す
る

来
年
度
の
重
点
施
策
は
。

市
長
　

高
齢
者
の
潜
在

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

き
め
細
や
か
な
支
援
体

制
の
構
築
を
目
指
す

「
生
活
支
援
員
」
の
配

置
で
地
域
課
題
の
分
析

と
実
施
を
行
う
。

　

ま
た
、
見
守
り
体
制

の
拡
充
・
整
備
を
重
点

に
進
め
る
。 

安心生活創造事業の生活介護サポーター養成講座の様子

秋田 雅朝
（無所属）

青
原
　

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
設
置
が
、
市
に

と
っ
て
市
民
生
活
に
お

け
る
安
心
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
と
思
う

が
、
今
後
の
方
向
性
と

対
応
は
。

市
長
　

お
太
助
フ
ォ
ン

に
接
続
し
た
屋
外
放
送

は
、
多
額
な
費
用
が
発

生
す
る
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
答

弁
を
し
て
い
る
が
、
災

害
時
の
情
報
伝
達
と
し

て
お
太
助
フ
ォ
ン
の
活

用
、
市
や
消
防
団
に
よ

る
広
報
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
市
民
の
安
心
安

全
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

総
合
的
な
防
災
を
含

め
て
、
安
芸
高
田
市
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
の
は
い
い
機
会
だ
と

思
う
の
で
、
検
討
も
し

て
い
き
た
い
。

こ
の
こ
と
は
つ
く
る
と

い
う
約
束
で
は
な
い

が
、
検
討
は
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

青原 敏治
（無所属）

防災について

市
長
／
市
民
の
安
心
安
全
を

図
っ
て
い
く

市
民
生
活
に
お
け
る

安
心
安
全
な
暮
ら
し

地域福祉体制の
　構築・充実を
市長／安心生活創造事業・
　生活支援員で支援を充実

高
齢
者
福
祉

屋外スピーカー



1₄第52号　平成29年2月15日発行

一般
質問

石
飛
　

﹁
郡
山
城
跡
麓

の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
の
対
策
﹂
が
、
対

策
事
業
と
し
て
全
く
表

に
見
え
て
こ
な
い
。

市
長
　

吉
田
高
校
の
裏

山
か
ら
国
道
54
号
線
付

近
ま
で
の
約
７
７
０
ｍ

を
県
事
業
採
択
し
て
い

る
。
現
在
は
２
０
０
ｍ

着
手
し
た
。
今
年
度
中

に
は
、
市
民
に
大
切
な

事
業
と
啓
発
し
た
い
。

活
用
計
画
の
必
要
性

石
飛
　

現
状
の
郡
山
維

持
管
理
は
、
不
十
分
。

郡
山
城
跡
保
存
維
持
管

理
活
用
計
画
の
必
要
性

を
問
う
。

市
長
　

管
理
計
画
は
、

28
年
経
過
し
た
。
郡
山

城
と
甲
立
古
墳
の
管

理
・
活
用
を
検
討
し
た

い
。

石
飛
　

﹁
輝
ら
里
﹂
の

端は

境ざ
か
い

期き

の
対
応
策
は
。

教
育
長
　

端
境
期
に
お

け
る
活
用
計
画
は
な

い
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

対
応
し
た
い
。

県と一体となって
 防災対策を
市長／安全な事業と示したい

急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
対
策石飛 慶久

（無所属）

市民を守る防災対策を！

前
重
　

﹁
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
﹂へ
移
行
す
る
た
め
、

関
係
機
関
、
団
体
等
と

の
体
制
整
備
、
市
民
へ

の
説
明
、
周
知
は
。

市
長
　

介
護
保
険
施
設

関
係
者
等
を
対
象
と
し

た
説
明
会
の
実
施
、
安

芸
高
田
市
広
報
12
月
号

へ
の
特
集
記
事
を
掲
載

し
、
市
民
の
皆
様
へ
啓

発
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
要
支
援
１
、

２
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
へ
、
今
年
度
中
に

個
人
通
知
を
行
う
こ
と

で
さ
ら
に
周
知
を
図

り
、
円
滑
な
移
行
へ
努

め
て
い
く
。

前
重
　

生
活
支
援
体
制

整
備
の
協
議
体
は
い
つ

頃
設
置
予
定
か
。

可
愛
川
福
祉
保
健
部
長

　

今
後
市
長
と
協
議

し
、
慎
重
に
決
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

介護保険改正
市
長
／
施
設
関
係
者
等
へ
の
説
明
会

実
施
、
市
広
報
へ
の
掲
載
　

関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
体
制
整
備
、

市
民
へ
の
説
明
・
周
知
は

介護保険施設での介護予防事業

前重 昌敬
（無所属）
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一般
質問

玉
井
　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
利
用
状
況
と

支
援
内
容
は
。

市
長
　

保
護
者
の
育
児

や
家
庭
環
境
に
関
す
る

不
安
等
に
つ
い
て
の
相

談
の
受
付
、
育
児
の
支

援
等
を
行
い
児
童
の
健

全
育
成
を
推
進
し
て
い

る
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

利
用
や
子
育
て
交
流
会

を
毎
月
実
施
し
、
た
く

さ
ん
の
親
子
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
。

玉
井
　

支
援
内
容
の
見

直
し
や
強
化
は
。

市
長
　

課
題
も
整
理
し

な
が
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
向
か
っ
て
い
き
た
い
。

玉
井
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

に
つ
い
て
は
。

市
長
　

24
時
間
保
育
を

政
策
に
挙
げ
ら
れ
る
の

は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
お

か
げ
。
啓
発
を
し
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら

い
、
放
課
後
保
育
だ
け

で
な
く
大
い
に
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

プレイルーム

児
玉
　

認
知
症
の
重
度

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

専
門
職
の
判
断
が
必
要
。

ケ
ア
す
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　

サ
ポ
ー
ト
医
が

必
要
。
新
年
度
予
算
の

中
で
検
討
す
る
。

児
玉
　

認
知
症
の
症
状

の
市
民
へ
の
啓
発
が
必

要
で
は
。

市
長
　

認
知
症
に
対
す

る
知
識
が
我
々
を
含
め

不
足
し
て
い
る
。
地
域

の
協
力
が
大
事
。
責
任

を
持
っ
て
啓
発
す
る
。

29
年
度

教
育
予
算
編
成

児
玉
　

₂₉
年
度
教
育
予

算
編
成
の
考
え
方
は
。

市
長
　

当
市
が
存
続
す

る
た
め
に
は
、
教
育
は

欠
か
せ
な
い
一
つ
の
柱
。

学
力
が
上
が
る
シ
ス
テ

ム
へ
の
投
資
が
大
事
。

教
育
長
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
整
備
等
、
学
力
向
上

の
た
め
の
環
境
整
備
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

認知症対策は
市長／サポート医の設置を

検討していく

在
宅
介
護

子育て支援

市
長
／
育
児
の
支
援
等
を
行
い

健
全
育
成
を
推
進

支
援
の
状
況
は

児玉 史則
（無所属）

玉井 直子
（無所属）

タブレットを活用した授業風景
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12
月
26
日
芸
北
広
域

環
境
施
設
組
合
議
会
の

定
例
会
が
北
広
島
町
で

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件

を
慎
重
に
審
査
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
広
島
県
市
町
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
広
島
県

市
町
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い

て

可
　

決

○
平
成
27
年
度
芸
北
広

域
環
境
施
設
組
合
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て認

　

定

組
合
議
会
議
員
　
　

前
重
昌
敬

熊
高
昌
三

金
行
哲
昭

青
原
敏
治

先
川
和
幸

ほ
か
北
広
島
町

議
会
議
員

３
名
　
　

平成29年４月１日から
北広島町芸北地域が加入へ

〔平成27年度決算〕

ごみ総処理量 12,371ｔ
前年度比 220ｔ 増加

（主な歳入）
市町負担金
○安芸高田市
　２億6007万円（前年度比240万円増）
○北広島町　１億4251万円
　　　（前年度比259万円増）

（主な歳出）
衛生費（ごみ処理費）
　４億9798万円
　（前年度比37万円減）

ごみの分別等効果あり！

歳入総額　５億9980万円
（前年度比 264万円増）

歳出総額　５億5784万円
（前年度比 818万円増）

芸北地域
ごみ量

ごみ焼却施設
年間：237ｔ
現在処理量の２%

粗大ごみ処理施設
年間：58ｔ

現在処理量の４%

ストックヤード施設
年間：45ｔ

現在処理量の38%

処理可能！

監査委員意見（抜粋）
・ごみ処理量増加について、特定することは難しいが減量化対策のさらなる調査・考察を継
続するように。
・施設の日曜開場利用者も年々増加傾向にあり、費用対効果を踏まえた今後の展開に検討を。
・きれいセンターの広報及び環境教育がごみの分別・減量化に最も高い費用対効果が望める
ことから、こうした事業を重点的に取り組まれるように。

芸北広域環境施設組合
（きれいセンター）
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臨時会

第
４
回
臨
時
会

　

12
月
２
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
臨
時
会
に

お
い
て
、
正
副
議
長
の

選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
投

票
を
行
う
前
に
所
信
表

明
会
を
開
催
し
て
、
正

副
議
長
そ
れ
ぞ
れ
就
任

を
希
望
す
る
議
員
が
、

所
信
表
明
を
行
う
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

所
信
表
明
会
終
了

後
、
議
場
に
お
い
て
投

開
票
を
行
い
、
そ
の
結

果
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

 

議
長
の
選
挙

議
長
立
候
補
者

 

︵
所
信
表
明
者
︶

　

山
根
温
子 

議
員

　

先
川
和
幸 

議
員

　

前
重
昌
敬 

議
員

選
挙
・
投
開
票

　

投
票
者
数 　

18
名

　

有
効
投
票
数 

18
票

 

︵
開
票
結
果
︶

先
川
和
幸 

議
員 

10
票

前
重
昌
敬 

議
員 

６
票

山
根
温
子 

議
員 

２
票

先
川
和
幸 

議
員

　

当
選

　

議
長
就
任

副
議
長
の
選
挙

副
議
長
立
候
補
者

 

︵
所
信
表
明
者
︶

　

秋
田
雅
朝 

議
員

　

水
戸
眞
悟 

議
員

選
挙
・
投
開
票

　

投
票
者
数
　

 

18
名

　

有
効
投
票
数 

18
票

 

︵
開
票
結
果
︶

水
戸
眞
悟 

議
員 

12
票

秋
田
雅
朝 

議
員 

６
票

水
戸
眞
悟 

議
員

　

当
選

　

副
議
長
就
任

　

吉
田
町山岡

和
子 

さ
ん

　

こ
こ
数
年
、
議
会
傍

聴
は
し
て
い
な
か
っ

た
。
市
民
の
こ
と
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
自

分
達
の
勢
力
争
い
ば
か

り
し
て
い
る
議
会
に
嫌

気
が
さ
し
て
い
た
か
ら

だ
。
　

　

昨
年
十
一
月
の
選
挙

で
新
人
議
員
も
誕
生
し

た
こ
と
だ
し
、
議
会
の

空
気
も
変
わ
っ
た
か
な

と
一
般
質
問
を
傍
聴
に

行
っ
た
。

　

初
日
の
午
前
中
傍
聴

し
た
だ
け
だ
が
、
期
待

に
違
わ
ず
、
真
剣
に
市

民
の
こ
と
を
考
え
て
の

発
言
だ
と
好
感
が
持
て

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
芸
高

田
市
の
未
来
の
た
め
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

10月～12月の議会の主な活動状況議会のうごき

３日　議会広報特別委員会
₂₀日　全員協議会
　　　議会広報特別委員会

２日　議会広報特別委員会
４日　議会運営委員会
₂₄日　新議員研修会
₂₅日　新議員研修会

１日　全員協議会
２日　第４回臨時会
　　　議会運営委員会
８日　議会広報特別委員会
９日　第４回定例会（開会）
₁₂日　予算決算常任委員会
₁₃日　一般質問
₁₄日　一般質問
₁₆日　総務企画常任委員会
₁₉日　文教厚生常任委員会
₂₀日　産業建設常任委員会
　　　議会運営委員会
₂₂日　第４回定例会（最終日）
　　　全員協議会
₂₇日　議会広報特別委員会

10月 11月 12月

議会のうごき

 ■29年第１回定例会は２月23日から
　 開会を予定しています
※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

傍
聴
記

〔視聴方法〕

http://www.akitakata.jp/ja/parliament/
市ホームページ ➡ ➡安芸高田市議会 議会中継

インターネット議会中継 本会議・一般質問

　インターネット回線の状況やUSTREAM社のメンテナンス、その他ご利用のパ
ソコン環境などにより、正常に視聴できない場合がありますので、ご了承ください。
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1₈

　

改
選
後
初
の
議
会
だ
よ
り
で
す
。

　

こ
の
た
び
広
報
委
員
と
な
っ
た
私

た
ち
６
名
は
、
広
報
紙
作
成
へ
の
思

い
を
一
つ
に
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
に
、
議
会

と
市
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
の
で
き
る
「
議
会
だ
よ
り
」
を

目
指
す
こ
と
で
す
。

　

本
市
議
会
の
広
報
活
動
に
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
よ
る
情
報
提
供
、
議
会
報
告

会
、
そ
し
て
議
会
広
報
紙
で
あ
る
こ

の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
掲
載
の
₁₂
月
定
例
会
に
は
、

た
く
さ
ん
の
方
々
に
傍
聴
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 （
山
根
温
子
）

<

発
行
責
任
者>
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長
　

先
川
　

和
幸 

<
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新
田
　

和
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芦
田
　

宏
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玉
井
　

直
子 

 

前
重
　

昌
敬

吉田空手スポーツ少年団元旦稽古 ひの川幼稚園発表会（11月27日）

向原健康綱引き大会(1月22日)

一年の計は元旦にあり 大勢のみなさんの前で
 元気にがんばりました

にぎやかな初詣

“とんど”地域のみなさんで
協力して

甲田15区振興会（1月14日）

下佐振興会新年互礼会（1月22日）

幸運を引き寄せろ!!

横田八幡神社（１月１日）

よさこいソーラン節




